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ネットワーク監視表示灯×RPC-M4HSi検証 

☆検証内容 

サイネージリブーター(RPC-M4HSi)が、 

STBの異常を検出&自動リブートした際の 

TRAPを、ネットワーク監視表示灯 

NHシリーズ(NHP-3FB2-RYG)で受信し、 

動作出来るかどうか実機を用いて検証を行う。 

 

■方法１ 

サイネージリブーターのTRAPを 

NHシリーズで受け、動作させられるか 

確認を行う。 

 

■方法２ 

NHシリーズのTRAP受信機能にて 

フィルターを掛け、異常系TRAPのみ 

受信をし、正常系TRAPでは動作しない事を 

確認する。 
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☆検証環境(IPアドレス) 

 ・NHシリーズ…192.168.1.230 ・サイネージリブーター…192.168.1.186 

■方法１ 結果 

サイネージリブーターで電源制御を行い、NHシリーズ側で正常系TRAPを受信し、 

動作させる事が出来た。 
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■方法２ 結果 

MRC-HBソフトウェアから、サイネージリブーターに対してハートビートパケットを送出し
一旦サイネージリブーター側で Receive 状態とし、その後、手動でTime Out状態を 

作り、（STBの疑似フリーズ状態）自動リブートを実行。その際の異常系TRAP OID 

(1.3.6.1.4.1.15975.1.2.6.2.1.0.10) のみを受信するフィルター設定を行い、 

異常系TRAPのみでNHシリーズが動作する事を確認出来た。 
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■検証結果 結論 

 

NHシリーズ(NHP-3FB2-RYG)に対して、サイネージリブーターの 

TRAPを送出し、適切に受信が出来る事を確認出来たと共に、 

正常系のTRAPでは動作させず、異常系のTRAPでのみ 

動作させる事が確認出来た。 

 

その為、デジタルサイネージお手軽提案パックにおいて、 

現場サイドではサイネージリブーターが死活監視＆自動リブートを 

行うと共に、保守センター側ではNHシリーズを導入する事によっ
て、デジタルサイネージシステムでの異常を、視覚及び 

聴覚にてアラート受信出来る事を検証出来た。 
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■検証結果 結論２ 

これまでは、いつ、どこで問題が起きたのか、イベントログの確認や
E-Mail, TRAP等の通信による情報でしか確認出来なかったが、 

ＮＨシリーズとの組合せによって、保守センター側にとって、 

非常に有用なアラートを発報出来るソリューションが実現した。 
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